
平成２９年度 学校評価（中間評価） 

本年度の 

重点目標 

○児童生徒の主体的な活動の推進及びその指導法の改善 

○保護者や関係機関との連携に基づく教育の充実 

○地域のセンター的機能の拡充 

項目 

担当 
重 点 目 標 具 体 的 方 策 中 間 評 価 

総務 

・見やすい学校だより 

 

 

 

 

・分かりやすい駐車方法 

 

・各学部だよりや分掌だより、他校の学校だよりを調べる。 

・必要な情報を吟味し、紙面割りを考える。 

 

 

・正規駐車場の通行順路を示すラインを引く。 

・保護者案内などに記載したり、呼びかけたりする。 

・他校の学校だよりを見て、参考にしながら作成している。 

・毎号、紙面割りについて検討し発行できている。学校だより110号については、

愛ぴっく中止により、紙面を変更し発行する予定である。 

・夏期休業中にライン引きを行う予定であったが、時間を取れず実施できていな

い。今後年度内には行うつもりでいる。 

・ＰＴＡ総会、運動会のときの駐車方法・場所については、案内に記載してもら

った。当日は、路上駐車等で近隣に迷惑をかけることなく終えることができた。 

教務 

・学習指導要領改訂に向けた教育

課程の改善 

 

・個別の教育支援計画及び個別の

指導計画を生かした支援の充実 

・小学部、中学部、高等部重複障害学級の教育課程の見直し

を進めるとともに、高等部新教育課程の検証を行う。小・

中・高のつながりのある教育課程となるよう検討を行う。 

・各教科・領域における適切な指導目標の設定や効果的な手

だての模索に生かせるよう必要な情報を再検討する。 

・教育課程講習会で研修した次期学習指導要領の改定内容等を、11/28 の現職研

修で全職員に向けて伝達し、新学習指導要領の共通理解を図りつつ、その全面

実施に備え、新しい教育課程の検討につなげたい。 

・小学部、中学部における現教育課程の課題を各部・教務部で共有した。今後、

教科・領域会等とも連携を図りながら各部を中心に見直しを進める。 

・Ｈ30年度実施に向けて、「特別の教科 道徳」の各視点における発達段階ごと

の指導内容の案を道徳科とともに検討中。10/18の第3回教育課程委員会で提

案の予定。小・中・高の傾斜を踏まえつつ、評価の仕方についても考え合わせ

て、学年ごとの重点指導内容案を作成していく。 

・個別の教育支援計画に、個々の児童生徒にとっての適切な合理的配慮を掲載す

るため、新様式を検討中。様式についてのその他の意見も踏まえつつ、変更に

ついて検討していく。 

生徒

指導 

・安全な通学環境の整備 

 

 

 

・基本的生活習慣の定着 

 

・防災体制の充実 

 

 

 

・いじめの防止 

 

・ＳＢ６コースの安全管理、運行の適正化に努める。（緊急

時の対応、経路・ダイヤの調整） 

・自力通学生の通学経路の把握と交通安全指導を徹底し、事

故防止に努める。 

・挨拶の習慣、身だしなみの意識、持ち物を管理する力を高

め、好ましい生活習慣の定着を図る。 

・マニュアル及び訓練により、災害時の職員の対応、役割を

周知する。 

・防災物品、備蓄食糧の管理及び整備を進める。 

・職員会議でいじめ防止基本方針の共通理解を図る。学期ご

とに各学年へ実態調査を行う。高等部生徒を対象に、いじ

めに関連したアンケートを実施する。 

・保護者の要望、地域からの連絡に対し、コースやバス停の位置の調整をして、

安全対策、適正運行を図った。現在、次年度に向け、より安全かつ円滑に運行

できるコースの見直しを進めている。 

・通学時、自転車の交通事故が８件発生した。７月には一宮署に依頼し、交通安

全教室を自転車通学者に対して実施した。 

・週番、児童会、生徒会を中心に挨拶運動を進めている。 

・繰り返しの訓練により、職員の防災対応意識が高まっている。今後、掌握時の

職員の体制や職員の点呼方法について検討する。 

・備蓄食糧を三日分と500mlペットボトル1本を用意した。 

・年度当初の職員会議で、いじめ防止基本方針を伝え、１学期末にいじめ不登校

対策委員会、いじめに関連したアンケートを実施した。重大な問題はなかった。 

進路

指導 

・小学部から高等部までの組織的、

系統的なキャリア教育の推進と

充実 

 

・職員の進路指導における専門性

の向上 

・進路講話会等を開催し、保護者の意識を高める。 

・進路コーナーを充実させる。 

・関係分掌と連携し、児童生徒の抱える課題に応じて、個別

支援会議を開催し、地域につなげられるよう努める。 

・職員向けの現職研修や進路講座等を充実させ、進路情報を

積極的に提供する。 

・保護者向けの進路講話会として、外部講師（福祉施設）による講話を二回実施

した。 

・第一ホールの進路コーナーを作り直した。各市町ごとに福祉施設の情報等をフ

ァイリングし、保護者に情報提供を行えるようにした。保護者に活用してもら

えるように進路だより等を使って、周知していきたい。 

・地域支援部と連携し、地域の相談支援機関を交えて情報交換や個別支援会議を

実施し、個に応じた進路指導を実施している。 

・高等部を中心に、メソフィアや学年の打ち合わせで最新の進路情報を提供して

いる。今後は、小中学部の職員にも各福祉サービスの内容等について、情報提

供をしたい。 

保健

体育 

・児童生徒の健康づくりの推進 

 

・安全教育の推進 

 

・安全環境整備 

 

 

・保健室経営の充実を図り、学校保健活動の中心的な役割を

果たす。 

・緊急対応訓練を通して職員の安全意識を高め、児童生徒の

健康の保持・増進を図る。 

・教育活動全体を通した食育指導によって好ましい食習慣を

形成する。 

・児童生徒の健康観察を保護者と連携し、安全・安心な学校

生活が送れるようにする。 

・感染症対策の観点から、冬場の校内一斉換気や配膳する人

（児童生徒及び職員）の健康観察をしっかりと行う。 

・児童生徒の健康観察や、情報を共有することで保健室経営をしっかりと行うこ

とができている。 

・緊急時に落ち着いて内線がかけられるように、校内電話ボックスに設置してい

るカードを新しくしたことにより、分かりやすくなった。児童生徒の発作時に

も、緊急対応カードを活用しており、職員間に安全意識が高まってきている。 

・摂食指導を通して食への興味を引き出すことで、少しずつ好ましい食形成につ

ながりつつある。 

・環境整備を通じて、安全・安心な学校づくりを心がけている。 

研 

修 

・職員の専門性の向上 

 

 

・現職研修の充実を図る。 ・保健に関する研修では、体験用エピペンを使用して実際と同じような対処法を

経験することで、アレルギーの対応について身近に感じ、児童生徒の安全につ

いて意識を高めることができた。 

・夏季休業中の研修では、指導、教材の工夫や、人権に対する理解など、教員の

資質の向上につながるきっかけとなる機会を得ることができた。 

・今後の現職研修の在り方として、地域支援部 保健体育部、進路指導部や外部

講師を招いての講話も含め、どのように行っていくと良いかを考えていきた

い。 

 

視 

聴 

覚 

・視聴覚機器の有効利用の推進 

 

・図書室の円滑な運営および、児

童生徒の利用促進 

・視聴覚機器を使いやすく整備する。 

・普通教室用視聴覚機器（CDラジカセ等）の更新。 

・利用しやすい図書室を目指した環境整備。 

・図書の紛失防止に努め、貸出･返却方法の周知徹底を図る。 

・視聴覚準備室の不要物を一部廃棄して、機器の配置を整理して利用しやすくし

た。今後も整理を進めていきたい。 

・普通教室用のCDラジカセの更新を進めた。不具合が生じた物は交換していく。 

・未返却本の督促を進め、紛失本は減ってきた。 

・イベントや季節の本として紹介するために本の表紙をラミネートしたものを掲

示し、図書室の利用促進を行った。 

・読書週間に移動図書室を企画している。本を身近に感じてもらえることを考え

ていきたい。 



情 

報 

・教員の情報活用技能およびセキ

ュリティ意識の向上 

 

・情報モラル教育の充実 

 

・校内情報化推進のための情報管

理及び活用に対する先導と分掌

間の連携 

・日常的なサポートとともに、夏季休業中に情報機器活用講

座を開催する。教員のセキュリティ意識を高めるために、

資料提供などの啓発に努める。 

・情報モラル教育について、担任や学年、生徒指導部等との

連携を密にして進めていく。 

・他分掌等と連携して、タブレット端末の研究と有効利用を

進める。 

・夏季休業中に、校内の情報機器活用講座を開催した。資料提供や日常的な

サポートを引き続き、行っていく。 

・情報モラルアンケートを、中学部と高等部の保護者および高等部生徒に実

施し、担任と連携して、アンケートの結果を、個別懇談に活用できた。 

・生徒指導部と連携して、携帯電話会社による生徒向けスマホ安全教室を実

施した。また、その時の資料を、高等部全員への支援に活用した。今後も、

担任や学年と連携して、情報モラルに関する働きかけを進めていく。 

・自立活動部と連携して、タブレット端末の校内研修会を行った。利用事例

を集約したり紹介したりして、利用促進を図りたい。 

地域

支援 

・相談活動や地域支援活動の充実 

 

 

 

 

 

・校務部会を利用して相談に関する研修やケーススタディ等

を行い、職員の専門性の向上を図る。 

・個別支援会議を開催し、関係機関等との連携を図るととも

に、児童生徒が必要とする支援体制等を検討する。 

・相談業務に関する研修を６月に行い、相談の基本や進め方等、相談担当者とし

ての基本的姿勢を確認した。 

・応用行動分析を活用した児童生徒の行動理解について研修を行い、夏季研修会

の分科会講師を全員で担当した。 

・高等部３年間を通して、養護施設に入所している生徒を中心に学年主任や進路

指導部等と連携して計画的に支援会議を実施している。小･中学部の児童生徒

の中にも地域の支援機関とのつながりが必要か、という担任からの相談も増え

てきており、支援会議が必要かどうかも含めて連絡を取りあえる関係づくりを

進めているところである。 

自立 

活動 

・学習指導支援の検討・整理及び

提供 

 

 

教材・教具等の周知と有効活用 

 

・教科・領域における指導方法や支援方法の検討、整理を行

ったり、個別の指導計画の目標のモデルを検討・整理した

りして、職員間のコンセンサスの形成を図る。 

・自立活動に関わる既存の教材・教具を関係校務部と連携し

て整理し、授業等で有効活用できるように紹介する。 

・時間割表のモデルを各部それぞれに作成し、年度当初の業務の軽減を図ると共

に、モデルに使用する字体や色を部間で統一し、児童生徒がスムーズに学校生

活を送るための取組みを、教科・領域会と連携して進めている。年度内に作成

を完了する予定。 

・個別の指導計画の目標作成例集を作成、配付した。また、「知的障害教育校に

おける自立活動について」と題した現職研修を開催し、職員間の知識の共有を

図った。目標作成例集については、来年度に「手だて」の項目を追加すること

を検討している。また、来年度の現職研修についても年度内に方針を決め、引

き続き自立活動への理解が深まるよう計画を立てていく。 

・教材・教具の整理、紹介について、教務部と業務の持ち方について調整中。既

存の資源の有効活用を目指す。 

小 

学 

部 

・基本的な生活習慣や日常生活に

おける基本的な力の育成 

 

 

 

 

・ 子どもの発達段階を踏まえ、身辺処理や遊びを中心とした

日常生活の基本的な力を基礎から見直す。 

・ 安全な生活環境の整備や個の実態に応じた支援を充実させ

ることでけがや事故等のない安全で健康な生活を送れるよ

うにする 

・ 自立活動の視点を取り入れた授業実践を職員間で共通理解

して行い、個に応じた支援を行える場や時間について検討

する。 

・全校研究や教科・領域会（遊びの指導）で、児童の発達に応じた指導内容や支

援の方法を検討している。実施した発達検査のデータ集約を行い、職員に提示

した。今後、データ結果を取り入れるとともに、勉強会を実施し、より具体的

な指導内容や支援の方法を検討していく。 

・ 情緒不安定による児童の自傷、他害行為が数件あり、病院受診のケースもあ

った。学習環境整備や児童情報の共有を再度徹底するとともに、他学年職員に

授業を依頼する際には、依頼票に留意事項等を記載することで、児童の行動を

予測した支援体制の充実をより一層図りたい。 

・職員間で個々の児童の目標を学年会や個別の指導計画を基に情報共有してお

り、自立活動の視点を踏まえた学習支援が少しずつ進んでいる。自立活動の目

標一覧を学年職員に配付したことで、より個々の児童の目標を意識した支援が

できるようにする。また、保護者との共通理解をより図って支援が進められる

よう、引き続き、懇談会や連絡帳を通して丁寧に説明を行っていく。 

中 

学 

部 

・生徒全員が「分かった」「できた」

と感じられる授業を創り、笑顔

あふれる中学部をめざす。 

・ＵＤの視点から補助具を開発したり、環境を整えたりして

生徒自身が課題を理解し、落ち着いて取り組めるようにす

る。 

・様々な授業場面において ICT 機器や写真・イラストを積極的に用い、「分かり

やすさ」に配慮した学習を展開している。 

・授業場面では、習熟度を考慮した小グループ編成や活動内容の精選などの工夫

を行い、生徒の活動量の増大を図っていくことが課題である。 

・中学部集会で「ありがとうチャンピオン」として、みんなのために積極的に活

動した生徒を表彰したり、近隣の公園に出向き校外での販売実習を展開したり

するなど、生徒が他者に認められる活動を取り入れることで、自己有用感及び

自己肯定感が高まり、自信をもって笑顔で楽しく学校生活を送る姿が目立つよ

うになっている。 

高 

等 

部 

・自立と社会参加のための力の育

成 

 

 

 

・卒業後の生活を見据え、自立活動の視点で生徒一人一人の

適性にあった指導を行う。 

 

 

 

 

・学校生活の様々な行事を通して、基本的生活習慣の確立な

ど、社会生活を営む上で必要な力を身につける。 

・今年度から教育課程を増やし、より個に迫った指導を展開できるようにしたこ

とで、落ち着いて学校生活を送ることができている。指導の中では合理的配慮

の観点から視覚支援などでアプローチができるような教室掲示や教材・教具が

以前よりも多く見られるようになってきており、どの生徒にとってもより理解

しやすい学習環境が整備されてきている。 

・産業現場等における実習・校内実習での経験を通して挨拶・返事・報告などの

働く上で必要となる態度が身に付きつつあるが、他部の教師に対しての挨拶や

自分から自発的に挨拶をすることに対しては課題が残る。 

 また、生徒の実態に応じてより少ない支援で生活できるようになることを目指

し、学校生活や授業の中で自分で考える機会を多く設定することで、自己判断、

自己選択、自己決定の力が身に付きつつある。 

学校関係者評価を実施する 

主な項目 

・安全で気持ちの良い学習環境の整備 

・12年間を見据えた支援を進める。（日常生活の指導、作業学習を中心に） 

 


